
上部消化管内視鏡検査（いわゆる胃カメラ）に伴う患者様の負担軽
減を考慮し、従来の経口内視鏡に加えて経鼻内視鏡を導入しました。

鼻腔から直線的に喉を通過し食道・胃へ挿入されるため嘔吐反射が
起きにくく楽に検査を受けていただくことができます。

のどを通る時に舌根と呼ばれる舌の付け根に

内視鏡が触れるため、“吐き気（嘔吐感）”が

生じる

鼻腔から直線的に喉を通過し食道・胃へ挿入さ
れるため、嘔吐反射が起きにくい

特徴
★ 鼻にスムーズに挿入できる約５ｍｍの細さです。検査中の苦痛も尐なく強
い麻酔の必要がありません。

★ 内視鏡が舌のつけ根を通らず、のどに触れることもないので、経口内視鏡
に較べて不快感や吐き気が尐ない状態で検査を受けることが出来ます。
（吐き気の強さなどは人によって異なります。）

★ 検査中でも会話が可能です。質問をしたいとき、気分を告げたいときなど
医師と自由に会話できるので安心です。

★ 超小型CCDを搭載しているので、従来の内視鏡とほぼ同等の高画質で観
察診断が行なえます。
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